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こ
の
ち
ょ
っ
と
古
そ
う
な
町
家
、
町
並
み
の
絵
は
ご
存 

知
の
方
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
大
津
は
も
と
よ
り 

近
江
の
い
ろ
ん
な
所
で
、
暮
し
の
あ
る
風
景
を
長
年
描
き 

続
け
て
お
ら
れ
る
福
山
聖
子
さ
ん
の
作
品
で
す
。
大
津
百 

町
の
古
い
お
家
の
並
ん
で
い
る
と
こ
ろ
何
処
か
お
分
か 

り
で
す
か
？
山
の
上
に
三
井
寺
観
音
堂
が
見
え
ま
す
。 

  

 

建
て
変
わ
り
ゆ
く
家
な
み
の
一
角
に
、
陰
影
を
帯
び 

た
町
家
が
と
ど
ま
り
並
ん
で
い
た
。
長
い
歳
月
、
雨
風 

日
差
し
に
さ
ら
さ
れ
、
一
枚
一
枚
が
微
妙
に
色
を
変
え 

た
瓦
の
美
し
い
こ
と
。
黒
々
と
し
た
格
子
窓
が
、
老
人 

の
よ
う
な
味
わ
い
深
い
建
物
の
表
情
を
つ
く
っ
て
い
る
。 

 
 
 

町
家
の
前
の
、
か
つ
て
旅
人
が
往
来
し
た
街
道
は
、

生
活
道
路
と
し
て
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
小
学
生
や
、

補
助
車
を
押
し
て
歩
く
お
年
寄
り
な
ど
が
通
り
ゆ
く
。 

軒
先
に
置
か
れ
た
花
に
足
を
止
め
る
女
性
が
い
る
。
昆 

布
や
さ
ん
で
買
い
物
を
終
え
た
客
が
出
て
く
る
と
、
店 

の
奥
か
ら
「
お
お
き
に
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
威
勢
の
よ
い
声
が
表
に
ま
で
響
き
渡
る
。
長
年
変
わ 

ら
ず
、
あ
た
り
ま
え
に
そ
こ
に
あ
っ
た
風
景
が
、
と
て 

も
貴
重
で
い
と
お
し
く
思
え
て
く
る
。 

 
 

通
り
を
飛
び
交
っ
て
い
た
ツ
バ
メ
が
電
線
で
ひ
と
休 

み
し
て
か
ら
、
長
等
山
の
方
へ
飛
ん
で
い
っ
た
。
山
の 

上
の
観
音
堂
だ
け
が
、
ま
ち
の
変
遷
を
見
守
り
続
け
て 

い
る
。 

 

二
０
一
六
年
六
月 

福
山
聖
子 

 

こ
の
添
え
ら
れ
た
文
を
読
む
と
福
山
さ
ん
の
町
家
へ 

の
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

 
[ 

瓦
版
編
集
部 
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尾賀えた他ってあき 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 教会のバザーで「大津百町我 

儘百景」という本を手に取った。 

あまりに素敵な本で驚いている 

と、なんと目の前に座っていら 

っしゃる方が安楽好正さんご本 

人で、近々安楽さんの本のツア 

ーが開催されるという。 

待ちに待ったツアー当日、お 

天気にも恵まれ、10人の参加者   

が集まった。いざ、大津百町へ！ 【いざ 路地を進む 】 

かつて遊郭があった柴屋町は当時の花街の風情がその

まま残り、かつてのダンスホールにはネオン管の跡らし

き釘跡が見える。 

凝った意匠の手摺りや

飾り窓、擬宝珠がのった瀬

田の唐橋風手摺り、美しい

出格子、虫籠窓。どれも職

人の心意気が感じられ、と

ても気が利いている。家を

与えられた鍾馗さん、壁に 

【元ダンスホールの建物】   食いこんだお地蔵さん、サ 

ザエさんの三河屋さん。大津百町には面白い風景も多く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ある。ばったん床机のある町家を通り、「床机で将棋」

と誰かがダジャレを言う。ステ 

テコ姿のおじさんがばったん床 

机に座り将棋をしながら夕涼み 

をしている様子を想像してみる。 

昭和の原風景。 

 参加者は安楽さんにまち歩き 

の楽しみ方を教えてもらった。 

まちの顔を探し、まちを遊ぶ。  【壁に食い込んだ地蔵】 

そしたら不思議と「アート」に見えてくる。ガスメータ

ーを繋ぐ鉄管ですら安楽さんの手にかかればアートに 

     変身する。 

            今回のツアーでは現在進行中

の都市計画道路拡張工事で失

われようとしている建物があ

ることも知った。かつて東海道

屈指の宿場町として栄えた大

津百町。大津商人の経済力や教

養の高さ、粋な心意気が今も残

るこの風景を大切にしたいと 

【残っている琺瑯看板】  強く願った。 

       [ 写真 大西ジェニファ― ] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年１１月２３日(土・祝)になかまちにある「まちなか交流館『ゆうゆうかん』」主催による「大津百町わがままツア

ー」と題したまちあるきが行われました。ご存知の方も居られることと思いますが、安楽さんは「大津の町家を考える

会」結成時の発起人メンバーのお一人で、２０１３年２月に『大津百町我儘百景』なる本を出版されました。それはこ

れまで大津百町内の様々な町家・町中で安楽さんが撮り貯めた写真をメーンにした、面白くユニークな本でした。 

この『大津百町我儘百景』を手本にして安楽さんのガイドでのまちあるきに参加された方に感想をお願いしました。 

 

 
 

 
 

 
 

今
号
の
表
紙
は
福
山
聖
子
さ
ん
の
風
景
画
を 

 

掲
載
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
そ
の
場
所
は
北
国 

海
道
で
す
が
、
絵
に
添
え
ら
れ
て
い
る
福
山
さ 

ん
の
文
面
は
「
建
て
変
わ
り
ゆ
く
家
な
み
の
一
角 

に
、
陰
影
を
帯
び
た
町
家
が
と
ど
ま
り
並
ん
で
い 

た
。」
と
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
す
で
に
都
市
計
画
道 

道
路
の
拡
張
で
北
国
海
道
は
大
き
く
変
化
し
つ
つ 

あ
り
ま
し
た
。『
瓦
版
』
２
０
１
８
年
新
年
号
に
掲 

載
の
た
め
取
材
で
訪
れ
た
「
梅
原
家
」(

左
写
真) 

で
は
一
階
、
二
階
と
全
て
見
せ
て
戴
き
ま
し
た
。 

大
き
な
住
宅
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
粋
」
と
い 

う
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
の
素
晴
ら
し
い
町
家
で
し
た
。 

 

で
も
も
う
こ
の
お
宅
も
昨
年
取
り
壊
さ
れ
、
殺 

風
景
な
北
国
海
道
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

安
楽
さ
ん 

の
本
に
沢
山 

写
っ
て
い
る 

物
も
無
く
な 

る
の
か
も
知 

れ
な
い
で
す
。 

 

旧
「
梅
原
家
」 

正
面
か
ら
→ 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 

←
二
階
座
敷
杉
玉
杢
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生
か
し
た
美
し
い
天
井 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
細
か
い
細
工
の
組
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

格
子
欄
間
。 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

菱
屋
町
に
昨
年
５
月
１
日
包
丁
屋
さ
ん
が
で

き 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

き
ま
し
た
。 

お
店
の
広
瀬
騎
優
さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

し
た
。
本
店
は
東
近
江
市
で
、
金
物
や
電
動
工
具
、 

仮
設
足
場
な
ど
建
築
に
特
化
し
た
会
社
で
す
。
も

と
も
と
播
州
よ
り
刃
物
の
行
商
が
始
ま
り
の
会

社
と
い
う
事
も
あ
り
、
職
人
の
技
術
を
も
っ
と
広

く
伝
え
た
い
と
い
う
想
い
で
お
店
を
開
い
た
と

の
事
で
す
。 

こ
の
商
店
街
に
開
店
さ
れ
た
理
由
は
、
谷
口
工

務
店
の
紹
介
も
あ
り
、
商
店
街
が
も
っ
と
賑
や
か
に
な
る
こ
と
に
貢
献
で
き
れ

ば
と
い
う
考
え
か
ら
と
の
こ
と
で
す
。
売
っ
て
お
ら
れ
る
の
は
、
三
徳
包
丁
、

出
刃
包
丁
、
刺
身
包
丁
、
菜
切
り
包
丁
、
鰻
裂
き
包
丁
、
蕎
麦
切
り
包
丁
、
牛

刀
、
餅
切
り
包
丁
な
ど
で
す
。
包
丁
の
材
料
は
鉄
か
ス
テ
ン
レ
ス
で
、
刃
の
鋼

と
身
の
軟
鉄
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。
他
に
ダ
マ
ス
カ
ス
鋼
と
い
う
の
が
あ
っ

て
、
中
心
の
鋼
材
の
両
側
に
色
ん
な
鋼
材
を
織
り
交
ぜ
叩
き
、
こ
れ
を
層
に
し 

 
 

て
挟
み
込
ん
だ
も
の
で
、
美
し
い 

刃
紋
が
出
る
と
の
事
で
す
。 

営
業
日
は
、
木
、
金
、
土
、
及
び 

第
２
・
第
４
日
曜
日
の
一
０
時
～ 

一
八
時
。
商
品
は
高
級
な
も
の
だ 

け
で
な
く
、
三
千
円
か
ら
あ
る
そ 

う
で
す
。
刃
物
の
砥
ぎ
も
や
っ
て 

い
て
、
千
円
か
ら
と
の
事
で
す
。 

鰻
裂
き
包
丁
は
、
関
東
、
関
西
、 

名
古
屋
で
形
が
ぜ
ん
ぜ
ん
違
い
、 

お
話
を
聞
く
だ
け
で
も
楽
し
く
な 

り
ま
す
。 

電
話
０
７
７(

５
７
４)

７
０
３
５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 昨年１０月１日から約二ヶ月間、三井寺で秘仏の特別

公開が行われていました。黄不動尊立像と護法善神立像

の二体の秘仏は国宝である金堂の内陣で一般に特別公

開されたのです。 

 二体の秘仏はいずれも重要文化財。黄不動尊立像は８

００年前、護法善神立像は９００年前とそれぞれ歴史あ

るまさに秘仏。全身像を目の当りにして拝観出来る機会

は滅多にありませんでした。 

 「護法善神立像」は三井寺で５月に行なわれる「千団

子祭」のご本尊としてまつられ、安産や子どもの守護人

として信仰されています。その千団 

子さんでも拝めますが、上部以外は 

沢山の団子とお花に飾られています 

ので全身像の公開は初めてのことで 

す。穏やかなお顔の一木造り唐風の 

衣裳を纏い美しい彩色がされた女神 

像です。 

 「黄不動尊立像」は京都・青蓮院 

の青不動、高野山の赤不動とともに 

日本三不動として全国的に有名です。 

 これは智証大師が比叡山で感得さ 

れた金色に光輝く不動明王の仏画か 

 

  

 

 

 

 

ら(仏画は国宝)そのお姿を一三世 

紀はじめに彫像された尊像です。 

力強い黄不動尊立像の前では、坐 

り込んで真剣に見つめられて居ら 

れる若い男女の方が多かったです。 

二体とも本当に美しくとても九 

百～八百年前の尊像とは思えませ 

んでした。 

 文化財収蔵庫では現存する世界 

最古のビザ(査証)・国宝も公開さ 

れました。智証大師が唐に留学中 

(855年)唐政府が発行した通行許 

可証「越州都督府過所」と「尚書省司門過所」です。 

 

           

          今年の春、桜の時期にご即位記念 

         として観音堂の本尊 如意輪観音

坐像が特別に公開されます。通常

は３３年に一度の御開帳ですが、 

          特別に御開帳されます。千年を経

た美しい観音像が拝見できます。 

          期間 ３月１７日～６月３０日まで 

        



 

尾賀えた他ってあき 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          【 正面外観 】 

 大津びわこ競輪場跡地に 11 月末にオープンしたブラ

ンチ大津京。その一角にハッシュタグ大津京／まちづく

りスポット大津があります。 

 まちづくりスポット大津は、ハッシュタグ大津京の運

営をはじめ、市民の皆さんのやる気、思いを形に変えて

いくお手伝いをする組織です。私が代表を務めるしがＮ

ＰＯセンターが大和 

リース株式会社との 

協働事業として展開 

しています。 

 まちづくり拠点と 

してのハッシュタグ   

大津京は、シェアオ 

フィス(貸しオフィス)、 【 オープニングイベントの様子 】 

シェアスペース（貸し会議室）を備え、市民の利便性に

配慮した施設です。利用に当たってのご相談にも応じて

います。 

まちづくりスポッ 

ト大津は、まちが元 

気になる仕掛け・演 

出を考えていきます。 

まちのほっとけない    

が気になるみなさん、 

何かできないかなぁ   【 シェアルーム(貸会議室) 】 

と考えるみなさん、今の活動をもっと元気にしていきた

いみなさんにも、スタッフが一緒に考えて次へ進むアイ

デアを生み出すお手伝いができます。 

まちづくり、市民活動に関わる講座やイベントの開催

をはじめ、運営や日頃の活動、取組みに対するさまざま

な相談にもお応えします。 

主役は市民のみなさんです。つながりやにぎわいがあ

り、情報が集う“とまり木”としてまちづくりスポット

大津をご活用ください。 

まずは、ハッシュタグ大津京／まちづくりスポット大

津を訪れてみてください。新たな発見があるかもしれま

せん。              [ 阿部 圭宏 ] 

〒520-0021 大津市二本松１−１ ブランチ大津京内 

    ハッシュタグ大津京   TEL  077-511-9231 

        まちづくりスポット大津  TEL  077-511-9814 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大津町家を改築して２０１７年４月にオープンし

た大津町家の宿『粋世』はオープンから二年半を経

過しました。改築時に訪問してこの『大津百町瓦版』

の２０１７年４月春季号Ｎｏ．３３号に１４カット

もの写真を入れて詳しく掲載しました。 

 その後、「中心市街地協議会」が主催するまち歩き

のコースに入れるなどして何回か私も訪問しまし

た。参加者にも大変喜ばれる人気のコースになり、
 

 

    

 

 

       新年号なので当初は６ページにと思っ   

       ていましたが断念し４ページに。今号表

紙は福山聖子さんにお願いして北国海道の町家の絵とな

りました。安楽さんの『大津百町我儘百景』によるまち

あるきツアーも特集。福山さんの画集、安楽さんの本は

大津百町館でも受託販売しています。    [ Ｋ．Ａ ] 

 

 

 

２０１８年４月１日、「ＦＭおおつ」が開局しました。

大津市域をエリアにした（市内でも電波の届かない地域

もありますが）コミュニティＦＭで、災害時には緊急

情報や地域密着の情報をお届けすることも大きな

役割としています。 

私は開局時から、毎週金曜日夕方（16時～17時

30 分）の番組「イブニングおおつ金曜日」のパー

ソナリティを務めています。「人と人をつなぐ金曜

日」を謳い文句に、ゲストをお招きしておしゃべり

をさせていただいています。これまでに 80組、150

人ぐらいの方々にお越しいただいたと思います。 

大津で活動したり、大津と縁のある方々です。こ

れからも、地域で活動されている方々にお越しいただ

き、楽しいお話、元気のでるお話、為になるお話をお届

けしたいと思います。 

お時間がございましたら、ラジオのチャンネルを 

79.1Mhz に合わせていただき、耳を傾けてくだされば 

 

 

 

 

 

 

 

 

    【 ＦＭおおつ パーソナリティの森川氏右側 】 

幸いです。まだまだ不慣れですが、曲とおしゃべりの空

間が広がることと思います。 

インターネットで、スマホやパソコンでもお聴きいた 

だくことができます。「FMプラプラ」を検索して開いて

いただき、画面のなかの「FM おおつ」をポチッとして

ください。   よろしくお願いします。 [ 森川 稔 ] 

  


